



























“Possibility of promoting public-private partnerships from wildlife damage control towards the 
revitalization in the regional community” 
     Yoji ISHII (Asia Public-Private Partnership Institute) 
Agricultural damage caused by wildlife has been occurring in various parts of Japan. This damage has 
also become a serious problem in Chiba Prefecture. In the field sites, each local government formulates 
damage prevention plans to implement with regards to countermeasures against wildlife damage. 
Local governments and the local hunting associations are playing a central role in implementing these 
countermeasures. At the present, the promotion in the utilization of wild game meat called "gibier" 
and the use of ICT in the damage control gives an opportunity to the private sector to participate in the 
activities to control the damage. This may promote public-private partnerships in the countermeasures 
against the damage caused by wildlife. As a result, comprehensive countermeasures against the 
damage caused by wildlife based on public-private partnerships may help revitalize the regional 
community. 
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野生鳥獣による農作物被害は、2019 年度には約 158 億円にのぼり、被害金額は依然とし
て高い水準にあり、営農意欲の減退にもつながり、数字に現れる以上に深刻な影響を及ぼし
ているとされている（農林水産省、2021a）。千葉県も同様に野生鳥獣による被害金額はここ
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一千葉県全体
••千葉県中南部3地域（安房、夷隅、君津地域）
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勝浦市 〇 〇 〇 〇 〇
いすみ市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
大多喜町 〇 〇 〇 〇
御宿町 〇 〇 〇 〇
館山市 〇 〇 〇 〇
鴨川市 〇 〇 〇 〇 〇
南房総市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
木更津市 〇 〇 〇 〇 〇 木更津鳥獣被害をなくす会
君津市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 君津市有害動物の被害をなくす会
富津市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 富津市有害獣わな駆除会











策協議会の構成メンバーは図 3 のとおりである。市町担当課、猟友会、農業協同組合は 11
市町全ての鳥獣被害対策協議会に含まれ、千葉県の鳥獣保護管理員や地域社会の代表者で
ある自治会長、区長、農家組合長も構成メンバーに入っている場合が多い一方、地域民間組
織が構成メンバーに入っているのは 3 市、営利法人が構成メンバーに入っているのは 1 市
とその数は少ない。

































































































































君津市で捕獲効率の改良に向けた ICT 活用の検討が行われている。 
木更津市は「ICT を活用した鳥獣害対策とジビエ産業による地域活性化」という実証試験











4. 公民連携を促進する要素としての ICT の活用とジビエ産業
上記 3．千葉県中南部市町村の被害対策実施体制では、千葉県中南部の基礎自治体におけ





















今後、ICT 活用に取り組む意向を示している市町村は、全国市町村数 1,741 市町村の内、163
市町村(11.2％）という結果となった（総務省、2020）。また、野生鳥獣被害対策全般につい
て、ICT に取り組んでいる市町村の 50％以上が効果はあるとし（図 4）、罠の見廻りに至っ
ては、80％以上が効果はあるとした（図 5）。なお、ICT 機器の導入に消極的な自治体の回答
は ICT 機器の費用が高額であり、自治体が新たな対策（ICT 機器導入）に回す予算がない。
有害鳥獣捕獲等の現場委託先である猟友会等で捕獲を実施する者に ICT 機器を使用できる
者がいない。または、ICT 機器への抵抗感がある。市町村担当課に ICT 機器の導入に必要な
専門人材がいない。導入に係る国・都道府県等による支援が十分ではない。その他（紛失や
破損への懸念、維持管理に係る経費負担が大きい）などが挙げられている（総務省、2020）。




図 4 野生鳥獣被害対策全体への ICT による効果（総務省、2020）より作成 
 
 
図 5 野生鳥獣被害対策（罠の見廻りへの ICT による効果）（総務省、2020）より作成 
  
 













2019 年度に野生鳥獣の獣肉処理を行った処理加工施設は全国で 667 施設（内、千葉県 8
施設）にのぼっている（農林水産省、2021b）。処理加工された野生鳥獣の獣肉量は、2019 年
度には 2,008 トンにのぼり、処理加工された野生鳥獣の（頭・羽）数は、合計 122,203（頭・
羽）数となり、利用された野生鳥獣の獣肉量及び（頭・羽）数の双方とも増加傾向にある（図
6、7）。 
図 6 処理加工された野生鳥獣の獣肉量 
 農林水産省（2021b）「捕獲鳥獣のジビエ利用を巡る最近の状況」より作成 
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●-●  ------ --------------- ----- --
：人材（地域資葦管環（野生鳥獣被害対策含む）への参加）、費金（地域への投費）、：
最先嬌技術(ICT苓）が地域へ
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